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穏
や
か
な
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
三
日

（
土
）、
い
よ
い
よ
記
念
式
典
の
日
を
迎
え
た
。

　

朝
九
時
よ
り
記
念
展
示
室
を
開
館
し
、
続
々
と
参

観
者
が
訪
れ
た
。
正
午
に
は
記
念
講
演
の
講
師
、
東

京
大
学
名
誉
教
授
谷
口
維
紹
氏
が
来
校
さ
れ
濱
口
梧

陵
像
前
で
、
実
行
委
員
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
影

し
た
。
午
後
一
時
か
ら
受
付
開
始
。
多
く
の
来
賓
、

一
般
参
加
者
を
迎
え
た
。

　

午
後
一
時
三
〇
分
、
本
校
体
育
館
に
お
い
て
、
来

賓
及
び
一
般
参
加
者
、
教
職
員
、
生
徒
な
ど
約
一
、

〇
〇
〇
名
の
参
列
の
も
と
、古
川
真
祐
子
氏
（
高
54
期
）

の
司
会
進
行
で
記
念
式
典
が
始
ま
っ
た
。

　

有
本
大
副
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
、
国
歌
・
校

歌
斉
唱
に
続
き
堀
潔
学
校
長
の
式
辞
。
本
校
の
歴
史

や
創
立
の
時
代
背
景
を
顧
み
る
と
と
も
に
、「
先
輩

の
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
光
輝
く
伝
統
を
、

今
こ
こ
に
学
ぶ
生
徒
が
享
受
し
立
派
に
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、
本
校
の
さ
ら
な
る
栄
光
の
礎
を
確
立
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
下
野
憲
英
実
行
委
員
長
よ
り
、「
一
六
〇
周

年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
伝
統
の
灯
を
燃
や
し

続
け
校
訓
で
あ
る
『
真
・
健
・
美
』
の
精
神
を
し
っ

か
り
受
け
継
ぐ
と
共
に
、
そ
の
う
え
に
新
し
い
歴
史

を
築
き
上
げ
、
更
な
る
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
た
和
歌
山
県
知

事
仁
坂
吉
伸
氏
、
衆
議
院
議
員
西
博
義
氏
、
和
歌
山

県
議
会
副
議
長
浅
井
修
一
郎
氏
、
和
歌
山
県
教
育
委

員
会
教
育
長
西
下
博
通
氏
よ
り
、
本
校
の
栄
誉
を
讃

え
る
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

次
に
、
法
眼
貞
子
実
行
委
員
よ
り
堀
潔
学
校
長
に
、

通
用
門
ア
プ
ロ
ー
チ
（
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
設
置
）

寄
贈
目
録
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
生
徒
代
表
挨
拶
。
在
校
生
を
代
表
し
て
、

生
徒
会
長
の
上
野
山
貴
也
君
が
、「
一
六
〇
年
と
い
う

長
い
歴
史
の
中
で
、
本
校
が
発
展
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
先
輩
方
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
今
耐
久
高
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
の

幸
せ
と
、
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
現
役
の
耐
久
高
校
生
が
、『
真
・
健
・
美
』
の
校
訓

の
も
と
、
勉
強
に

ク
ラ
ブ
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
柏
原

政
夫
美
実
行
委
員

の
閉
会
宣
言
に
よ

り
、
厳
粛
の
内
に

記
念
式
典
が
終
了

し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

始
め
に
、法
眼
貞
子
氏（
高

19
期
）
と
中
村
由
美
氏
（
高

33
期
）
に
よ
る
朗
読
「
濱
口

梧
陵
物
語
」
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
一
二
年
か
ら
一
〇
年

間
国
定
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

た
「
稲
む
ら
の
火
」
の
一
部

を
紹
介
し
、
幼
少
期
か
ら
青
年
期
の
文
武
両
道
の
修

行
時
代
、
私
塾
の
「
稽
古
場
」
開
設
（
現
在
の
耐
久

高
校
）、
開
設
二
年
後
に
安
政
の
南
海
地
震
が
発
生
し

「
稲
む
ら
の
火
」
で
村
人
を
救
助
し
た
話
。
初
代
の
郵

政
大
臣
、
初
代
の
県
議
会
議
長
な
ど
近
代
日
本
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
、
海
外
渡
航
途
中
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
客
死
さ
れ
る
ま
で
を
切
々
と
朗
読
し
、「
梧
陵
翁
」

の
遺
徳
を
偲
ん

だ
。

　

続
い
て
、
本
校

マ
ン
ド
リ
ン
部
の

演
奏
に
合
わ
せ
広

小
学
校
六
年
生
の

「
津
波
か
ら
村
を

守
っ
た
男
の
話
」

の
合
唱
が
行
わ
れ

た
。
美
し
い
演
奏

と
大
き
く
堂
々
と

し
た
歌
声
に
参
観

者
は
感
銘
を
受

け
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。

仁坂 吉伸 和歌山県知事

下野実行委員長

堀 校長 式辞

司会・古川真祐子氏

目録贈呈

創
立
一
六
〇
周
年 

記
念
式
典

創
立
一
六
〇
周
年 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

支
部
連
絡
先

 有 田 耐 久 会 
会長　柏　原　政夫美

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

 関 東 耐 久 会 
会長　九　鬼　利　郎

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 和歌山耐久会 
会長　田　辺　善　彦

〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2
田辺法律事務所

Tel  073-431-2801

 関 西 耐 久 会 
会長　萩　平　　　勲

〒540-0012  大阪市中央区谷町 1-3-17-301 号
ビジネス インテグレート㈱

Tel  06-6941-8282

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

本
校
下
野
憲
英
同
窓
会
長
は
じ
め
役
員
が
、
平
成

二
二
年
一
〇
月
一
六
日
、
広
川
町
で
開
催
さ
れ
た
「
稲

む
ら
の
火
祭
り
」
に
初
め
て
参
加
し
、
そ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
歌
わ
れ
た
広
小
学
校
六
年
生
の
合
唱
に
、
役

員
一
同
感
動
し
て
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
時
、
是
非
こ

の
合
唱
を
二
年
後
の
創
立
一
六
〇
周
年
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
し
た
い
と
思
い
、
広
小
学
校
へ

お
願
い
に
伺
っ
た
。

　

そ
の
翌
年
の
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
、
あ
の
忌

ま
わ
し
い
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
母
校
の
創
立

者
で
も
あ
り「
稲
む
ら
の
火
」で
も
知
ら
れ
て
い
る「
濱

口
梧
陵
翁
」
の
遺
徳
が
、
国
内
外
で
一
躍
脚
光
を
浴

び
た
。
教
科
書
に
も
六
四
年
振
り
に
採
択
さ
れ
、
防

災
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
で
、
こ
の

記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。　

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
後
、

東
京
大
学
名
誉

教
授
の
谷
口
維

紹
氏（
高
18
期
）

の
「
学
問
を
目

指
し
四
十
年
」

―
未
来
を
担
う

皆
さ
ん
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
と
題
し
て
、
熱
気
溢

れ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

谷
口
氏
は
東
京
教
育
大
学
理
学
部
を
卒
業
後
、
ス

イ
ス
チ
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了

さ
れ
た
。
職
歴
と
し
て
、
癌
研
究
所
で
六
年
間
、
大

阪
大
学
細
胞
工
学
セ
ン
タ
ー
教
授
と
し
て
一
一
年
間
、

平
成
七
年
よ
り
東
京
大
学
医
学
部
教
授
と
し
て
招
か

れ
、
以
来
十
七
年
間
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成

二
四
年
三
月
に
退
職
さ
れ
る
。
平
成
二
四
年
四
月
よ

り
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
特
任
教
授
、
東
京
大

学
名
誉
教
授
と
し
て
、
世
界
最
先
端
の
研
究
に
取
り

組
む
と
共
に
、
学
生
の
教
育
や
教
職
員
の
指
導
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。
こ
の
間
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
胞
の

増
殖
を
阻
止
・
抑
制
を
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、

免
疫
系
の
調
節
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
の
物
質

の
研
究
・
解
明
で
世
界
的
に
認
め
ら
れ
、
分
子
生
物

学
の
権
威
あ
る
ロ
ベ
ル
ト
コ
ッ
ホ
賞
、
和
歌
山
県
文

化
賞
、
日
本
学
士
院
賞
、
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
人

会
員
、
文
化
功
労
者
顕
彰
等
多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
る
。

　

旧
清
水
町
（
現
在
の
有
田
川
町
）
の
複
々
式
の
小

学
校
で
学
び
、
耐
久
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
を
夢
見

て
い
た
と
い
う
話
か
ら
、
テ
ニ
ス
部
、
新
聞
部
に
所

属
し
、
ク
ラ
ス
の
代
表
と
し
て
熱
演
し
た
予
餞
会
な

ど
楽
し
く
過
ご
し
た
高
校
時
代
の
話
。
そ
し
て
、
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
朝
永
振
一
郎
博
士
に
憧

れ
て
東
京
教
育
大
学
に
進
学
し
た
話
。
ナ
ポ
リ
大
学
、

チ
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
世
界
的

に
有
名
な
博
士
達
と
切
磋
琢
磨
し
た
研
究
生
活
の
話
。

中
で
も
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
語
録
を
紹
介
し
、「
好

奇
心
を
持
つ
こ
と
、
自
分
自
身
で
経
験
す
る
こ
と
、

空
想
す
る
こ
と
、
間
違
い
を
恐
れ
な
い
こ
と
」
な
ど

多
様
な
能
力
を
磨
く
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
た
。

　

分
子
免
疫
学
で
は
、
D
N
A
、
自
然
免
疫
・
適
応

免
疫
、
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ロ
イ
キ
ン
2
に
つ
い
て
、
ジ
エ
ン
ナ
ー
、
パ
ス
ツ
ー
ル
、

北
里
柴
三
郎
博
士
の
逸
話
を
入
れ
な
が
ら
、
専
門
的

な
医
学
の
話
を
写
真
や
図
を
使
っ
て
分
か
り
易
く
説

明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
癌
の
治
療
法
に
つ
い
て
は
現
在
、

手
術
・
放
射
線
療
法
・
化
学
療
法
・
免
疫
療
法
が
あ
る
。

最
近
で
は
免
疫
療
法
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、

前
立
腺
が
ん
の
臨
床
医
学
例
を
紹
介
し
、
新
し
い
治

療
法
を
詳
し

く
話
さ
れ

た
。

　

八
年
前
よ

り
ア
メ
リ
カ

の
癌
学
会
の

国
際
間
題
検

討
委
員
会
の

座
長
と
し

て
、
ヨ
ル
ダ

ン
、イ
ン
ド
、

中
国
な
ど
世

界
各
国
の
研

究
者
と
「
そ

れ
ぞ
れ
の
国

や
立
場
は
違
っ
て
も
、
求
め
る
も
の
は
同
じ
で
あ
る
。」

と
の
認
識
で
、
世
界
共
通
の
敵
で
あ
る
癌
の
研
究
を

し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
世
界
で
一
人
し
か
い
な
い
自
分
自
身
を

誇
り
に
思
い
、
仲
間
と
共
に
学
び
、
お
互
い
に
異
な

る
価
値
観
を
許
容
し
な
が
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
し

て
い
く
「
寛
容
の
精
神
」
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
東
大
安
田
講
堂
の
銀
杏
の
大
木
に
つ
い

て
話
を
さ
れ
た
。
大
木
が
育
つ
に
は
、
太
い
幹
・
根
っ

こ
（
基
礎
研
究
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
そ
れ
に

葉
（
新
し
い
医
療
の
研
究
、
薬
の
提
供
等
）
を
つ
け
、

外
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ
し
て
も
う

一
つ
、
銀
杏
の
木
は
何
を
目
標
と
し
て
伸
び
て
い
る

の
か
。
天
を
目
標
と
し
て
い
る
。
天
に
届
け
と
思
っ

て
い
る
か
ら
、
銀
杏
の
木
は
伸
び
る
。

　
「
皆
さ
ん
も
夢
を
持
っ
て
、
多
く
の
友
達
を
作
っ
て
、

日
本
や
世
界
の
こ
と
を
考
え
、
新
し
い
こ
れ
か
ら
の

世
界
的
な
潮
流
の
中
で
、
色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て

ほ
し
い
。」
と
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

創
立
一
六
〇
周
年 

記
念
公
演

第 7回　ゆあさ行灯アート展
　　日　　時　4月17日（水）～22日（日）　18:30～21:00

　　場　　所　湯浅町重要伝統的建造物群保存地区
　　問い合わせ先　グリーンソサエティー
　　　　　　　　　　三ツ村 0737－63－0401

則 岡 宏 牟
（高18期）

www.sunnyside-nn.net

母校への、ご理解とご支援を！

柏　原　政夫美（高19期）
〒 643-0032 有田郡有田川町天満 60 ‒ 1

ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630
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記
念
展
示
は
、
式
典
前
日
と
当
日
の
二

日
間
、
体
育
館
近
く
の
２
教
室
で
開
催
さ

れ
た
。

　

展
示
教
室
１
で
は
、「
創
立
者
三
翁
」「
中

興
の
祖
」「
私
立
耐
久
中
学
初
代
宝
山
良

雄
校
長
」「
濱
口
梧
陵
像
の
鋳
型
（
半
身
）」

「
旧
中
絵
は
が
き
」「
旧
中
有
田
高
女
写
真
・

ア
ル
バ
ム
」
の
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
教
室
２

で
は
、「
す
ば
ら
し
い
先
輩
」「
稲
む
ら
の

火
・
新
旧
教
科
書
」「
国
会
法
案
資
料
」「
耐

久
一
六
〇
年
の
歩
み
」「
書
道
部
作
品
」「
歴

代
校
長
の
書
」「
全
職
員
に
よ
る
校
歌
揮

毫
」「
創
立
一
五
〇
周
年
・
創
立
一
六
〇

周
年
航
空
写
真
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
た
。

　

展
示
教
室
１
の
創
立
者
濱
口
梧
陵
、
濱

口
東
江
、
岩
崎
明
岳
の
三
翁
と
そ
の
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、
耐
久
社
再
興
を
志
し
た
濱

口
容
所
翁
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
当
時

の
「
学
則
」
や
福
沢
諭
吉
か
ら
の
書
簡
等

が
展
示
さ
れ
た
。
創
立
へ
の
熱
意
、
高
い

教
養
、
そ
し

て
時
代
の
先

覚
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
偲

ば
れ
る
格
調

高
い
展
示
で

あ
っ
た
。

　

展
示
教
室

２
の
「
す
ば

ら
し
い
先
輩
」

た
ち
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
は
、〈
政
治
・
行
政
〉〈
産

業
・
経
済
〉〈
学
術
〉〈
芸
術
〉〈
学
校
関
係
〉

の
各
界
で
活
躍
さ
れ
た
、
現
在
も
活
躍
さ

れ
て
い
る
先
輩
た
ち
の
写
真
、
経
歴
、
文

献
、
作
品
等
を
展
示
し
、
す
ば
ら
し
い
業

績
を
紹
介
し
た
。

　
「
書
道
部
作
品
」
は
、
旧
中
・
高
女
・

高
校
の
「
校
歌
」
を
書
道
部
が
力
強
く
書

き
上
げ
た
。

　

期
間
中
、
全
校
生
徒
、
同
窓
生
ら
約
千

名
が
観
覧
し
、
足
を
止
め
て
興
味
深
そ
う

に
見
入
っ
て
い
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

な
お
、「
稲
む
ら
の
火
・
新
旧
教
科
書
」

「
国
会
法
案
資

料
」「
旧
中
絵

は
が
き
」
の

展
示
品
は
西

博
義
氏
（
高

19
期
前
衆
議

院
議
員
）
よ

り
寄
贈
さ
れ

た
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

　

周
知
の
如
く
昨
年
十
一
月
三
日
、
耐
久
高

校
は
創
立
百
六
十
周
年
の
盛
儀
を
迎
え
、
多

数
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

開
校
以
来
百
六
十
年
の
間
に
は
「
稽
古
場

時
代
」・「
耐
久
舎
（
学
舎
）
時
代
」
等
の
変

遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
六
年
に
寳

山
良
雄
校
長
を
迎
え
（
杉
村
楚
人
冠
氏
の
推

薦
）
次
い
で
明
治
四
十
年
十
二
月
付
け
の
【
官

報
文
部
省
告
示
】
{私
立
耐
久
中
学
校
を
和

歌
山
県
有
田
郡
廣
村
大
字
廣
に
設
立
し
明
治

四
十
一
年
一
月
よ
り
開
校
の
件
認
可
せ
り
｝

と
の
発
表
で
一
般
中
学
校
と
同
等
の
位
置
に

立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

寳
山
校
長
の
教
育
方
針
は
、「
卒
業
生
を
一

個
の
人
間
ら
し
い
人
間
と
し
て
教
育
し
よ
う
、

即
ち
有
名
な
人
間
よ
り
も
有
用
な
人
物
を
養

成
す
る
に
あ
り
。」
と
し
、
日
々
の
実
践
目
標

を
設
定
し
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
推
進
に
当

た
り
ま
し
た
。

如
何
に
し
て
独
立
自
治
の
精
神
を
養
う
か

①　

一
人
の
小
使
を
置
か
ず

②　

寄
宿
生
と
共
同
自
炊

③　

生
徒
監
督
の
規
則
を
設
け
ず

④　

寄
宿
舎
各
室
は
自
治
制

⑤　

喇
叭
も
鐘
も
鳴
ら
ず

⑥　

寄
宿
生
に
門
限
な
し

⑦　

欠
席
届
を
強
い
ず

⑧　

金
銭
は
自
由
に
出
納
す

⑨　

農
業
・
労
働
を
行
う

⑩　

労
働
会
の
設
置

⑪　

試
験
に
重
き
を
置
か
ず

如
何
に
し
て
実
際
的
知
識
を
養
う
か

⑫　

理
化
学
器
械
多
し

⑬　

イ
ン
キ
・
歯
磨
き
の
類
を
造
る

⑭　

気
象
観
測
所
を
設
く

⑮　

社
会
問
題
を
問
題
と
な
す

如
何
に
し
て
人
格
を
修
練
す
る
か

　

耐
久
が
有
用
な
る
国
民
を
創
る
上
に
於
い

て
必
要
な
綱
領
と
し
て
三
個
の
旗
幟
あ
り
、

曰
く
『
真
』・『
美
』・『
健
』
是
れ
な
り
。

　
『
真
』
心
理
研
究
の
精
神
を
養
い
、
真
心
発

揚
の
法
を
訓
練
す
る
為

　
『
美
』
天
地
の
美
・
人
情
の
美
を
尽
く
し
、

他
人
に
対
す
る
敬
愛
の
動
作
を
失
わ
な
い
最

高
の
も
の
を
學
ぶ
為

　
『
健
』
意
志
強
固
・
奮
闘
活
動
の
国
民
を
創

る
為

　

以
上
三
者
合
わ
せ
て
「
一
」
と
な
る
。
是

れ
学
校
の
精
神
な
り
。
教
職
員
及
び
生
徒
を

以
て
【
三
一
会
】
を
組
織
し
、
目
的
に
向
か
っ

て
努
力
し
つ
つ
あ
り
。

⑯　

心
理
の
研
究
・
真
心
の
発
揚

⑰　

美
意
識
の
涵
養

⑱　

意
志
・
身
体
の
鍛
練

父
兄
・
生
徒
・
教
職
員
・
学
校
の
関
係

⑲　

父
兄
と
学
校
の
関
係

⑳　

教
職
員
皆
献
身
的

　

以
上
三
項
目
・
⑳
小
項
目
に
亘
り
「
真
・
美
・

健
」
の
精
神
を
如
何
な
る
形
で
具
現
し
よ
う

と
し
た
か
の
骨
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

次
号
（
第
三
十
二
号
）
に
お
い
て
今
一
度

そ
の
実
践
の
詳
細
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に

報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤　

春
太
郎
（
旧
中
40
期
）

創
立
一
六
〇
周
年 

記
念
展
示

「
真
・
美
・
健
」校
是
の
由
来

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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創立 160 周年記念事業実行委員会収支決算書

①収入の部            単位 : 円

科　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 摘　　　　　　要

繰　入　金 4,000,000 4,000,000 0 同窓会 3,000,000  PTA1,000,000

寄　　　付 1,050,000 1,528,000 478,000 寄付 松本綾 氏他3件　　　
祝儀 有田高女同窓会他16件　

記念品売上 1,212,000 1,348,000 136,000 1,348 部

諸　収　入 1,000 1,456 456 利息

合　　　計 6,263,000 6,877,456 614,456

②支出の部
科　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 摘　　　　　　要

消 耗 品 費 200,000 190,974 9,026 金銭出納簿 ･実行委員長印 ･色紙 ･記章他

食　糧　費 150,000 209,104 △ 59,104 役職懇談会・教育懇談会　他

印刷製本費 300,000 285,754 14,246 案内状・封筒・返信ハガキ・パンフレット

通信運搬費 100,000 33,110 66,890 案内状・礼状・振込手数料

広　告　料 200,000 0 200,000

委　託　料 850,000 782,770 67,230 航空写真・記念図書カード
講　　　演
アトラクション
関　係　費

300,000 224,150 75,850 講師謝金・広小学校児童送迎費用 他

旅　　　費 300,000 299,240 760 記念講演講師 他

諸　　　費 925,000 665,000 260,000 記念品購入

工事請負費 2,350,000 2,348,955 1,045 インターロッキング設置工事一式

会場設営費 300,000 137,937 162,063 花代（体育館 /校長室 /応接室 /花束）
会場設営用消耗品他

予　備　費 288,000 150,000 138,000 同窓会報「特集号」補助

合　　　計 6,263,000 5,326,994 936,006

①収入の部 6,877,456 円－②支出の部 5,326,994 円＝ 1,550,462 円

　耐久高等学校創立 160 周年記念事業実施に当たっては、各方面より過分のご厚志を賜り、誠に有り難うございま

した。また、記念品（ハンドタオル）売り上げにも、多大のご協力を賜り、御礼申し上げます。

　 記念事業につきましては、不行き届きの点もあったかと存じますが、無事完了いたしましたので、上記の通り決

算報告をいたします。

　なお、残金 1,550,462 円につきましては、繰入金の割合にしたがって、同窓会会計へ 1,162,962 円 ・ＰＴＡ会計

へ 387,500 円返戻させていただきました。

「真・美・健」の石碑（広川町立耐久中学校）記念図書カード

総務部

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）
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耐
久
中
学
校
に
入
学
を
許
可
さ
れ
、
真

白
い
３
本
の
線
に
三
星
章
の
戦
闘
帽
を
か

ぶ
り
、
私
は
意
気
揚
々
と
毎
日
湯
浅
駅
か

ら
レ
ン
ガ
造
り
の
塀
が
あ
る
大
き
い
３
階

建
の
屋
敷
（
東
浜
口
家
）
の
前
を
通
り
通

学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
年
生
の
最
初
、
ク
ラ
ス
全
員
（
私
は

甲
組
、
乙
・
丙
の
３
組
編
成
）
が
校
長
室

に
呼
ば
れ
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
梧

陵
翁
の
大
き
い
油
絵
の
前
に
並
び
、
滝
田

校
長
か
ら
こ
の
絵
の
謂
わ
れ
と
開
学
の
精

神
の
話
を
緊
張
し
て
聞
い
た
。
ま
た
、
開

校
記
念
日
に
は
全
生
徒
が
整
列
し
て
お
墓

に
お
参
り
し
、
梧
陵
翁
を
偲
ん
だ
も
の
で

あ
る
。

　

昨
年
11
月
3
日
。
耐
久
高
等
学
校
創
立

一
六
〇
年
記
念
の
式
典
が
あ
っ
た
。
多
く

の
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い
た
が

仁
坂
県
知
事
の
祝
辞
が
最
も
私
の
耳
に
の

こ
っ
た
。
そ
れ
は
知
事
の
母
校
は
桐
蔭
高

校
で
あ
る
が
、
そ
の
前
身
は
伝
統
の
あ
る

和
歌
山
中
学
校
で
あ
り
、
校
名
は
妄
り
に

変
更
す
べ
き
で
な
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
だ
。

　

終
戦
後
、
和
歌
山
県
の
中
学
校
の
校
名

が
次
々
と
変
え
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
不

明
で
あ
る
が
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
和
歌

山
中
学
は
桐
蔭
高
校
に
、
海
草
中
学
は
向

陽
高
校
に
校
名
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

海
南
中
学
の
よ
う
に
校
名
に
市
名
を
掲
げ

て
い
る
場
合
は
変
更
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
う
す
る
と
我
が
耐
久
中
学
は
ど
う
な
る

の
か
と
友
達
同
士
で
話
し
合
っ
て
い
た
。

中
学
３
年
の
あ
る
日
、
担
任
か
ら
今
日
、

進
駐
軍
が
学
校
を
視
察
に
訪
れ
る
と
い
わ

れ
た
。
戦
時
色
の
あ
る
木
銃
を
急
い
で
天

井
裏
に
隠
す
や
ら
大
騒
ぎ
を
し
た
。
そ
し

て
き
っ
と
校
名
が
変
え
ら
れ
る
と
思
っ
た
。

　

昼
前
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
２
台
の
ジ
ー

プ
が
校
門
か
ら
入
っ
て
き
た
。
と
う
と
う

や
っ
て
来
た
！　

私
は
２
階
の
窓
越
し
に

そ
れ
を
見
つ
め
て
い
た
。　

余
り
時
間
が

経
過
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
ジ
ー
プ

が
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

英
語
の
時
間
に
先
生
（
お
名
前
は
失
念
）

が
自
慢
げ
に
〝
私
の
英
語
は
ア
メ
リ
カ
兵

に
通
じ
た
よ
〞
と
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の

内
容
は
こ
う
で
あ
る
。

　

進
駐
軍
の
兵
隊
が
校
長
室
に
入
っ
て
す

ぐ
に
、
正
面
に
飾
っ
て
い
る
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ

瀧
の
前
に
悠
然
と
腰
掛
け
た
梧
稜
翁
の
大

き
な
油
絵
を
見
て
、
こ
れ
は
何
か
説
明
せ

よ
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
英
語
の
先

生
は
梧
陵
翁
の
こ
と
を
詳
し
く
話
し
た
。

す
る
と
す
ぐ
〝
O
K
〞
と
い
っ
て
他
に
は

何
も
要
求
せ
ず
に
帰
っ
て
い
っ
た
と
話
し

て
く
れ
た
。
生
徒
の
わ
れ
わ
れ
は
ほ
っ
と

す
る
と
共
に
、
な
る
ほ
ど
と
理
解
し
た
。

そ
れ
か
ら
校
名
変
更
の
話
は
全
く
聞
か
な

か
っ
た
。
耐
久
の
校
名
は
残
っ
た
の
で
あ

る
。
創
立
一
六
〇
周
年
記
念
に
当
た
り
、

わ
れ
わ
れ
は
創
立
者
梧
陵
翁
の
偉
大
な
業

績
と
共
に
、
こ
の
油
絵
に
も
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

同
窓
会
活
動
報
告

創立160周年記念式典

創立160周年反省会

四役会

会報編集委員会

2012（Ｈ24）年
 3

22

 3

19

11．

12．

組織強化支援事業高33期同窓会（橘家）

組織強化支援事業高61期同窓会（鮎茶屋）

会報編集委員会

本部役員会・新年会

卒業生クラス代表との懇談会

第65回卒業証書授与式

2

 2

31

 7

28

 1

1.

2.

3.

2013（Ｈ25）年
情
報
ボ
ッ
ク
ス

　今秋、本部同窓会及び
有田耐久会総会を開催し
ます。
　日時・場所は決定次第
ご案内しますので、是非
ご参加下さい。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

•
由
良
町
出
身

•
旧
中
43
期
、
高
校
２
期
卒

•
本
校
理
科
（
生
物
）
勤
務

　
　
　
（
昭
和
43
年
〜
平
成
２
年
）

•
元
県
立
自
然
博
物
館
審
議
委
員
長

吉　

田　

元　

重
（
旧
中
43
期
）

耐
久
の
校
名
は
こ
う
し
て
残
っ
た

ファッションアパレル
クルーズカンパニー

株式会社
取締役会長　土岐康二（高7期）
大阪市中央区北久宝寺町
TEL（06）4705-3377

メールアドレス　t a i k y u - o @ c r e a m y . n a x . n e . j p

ダンロップタイヤ近畿株式会社
有田営業所

〒643-0005 有田郡湯浅町大字栖原字横田82
TEL.（0737）63-4001　FAX.（0737）63-2993
E-mail：62062631＠knk.dunlop-falken.co.jp

は

応援しています
　下 野 憲 英（高13期）

電気工事・浄化槽維持管理
各 種 水 道 設 備 工 事

古 川 総 合 設 備
有田市古江見75－5 
TEL（0737）82－4466
FAX（0737）82－2888

森　岡　印　刷
森 岡 聖史郎（高33期）
有田郡湯浅町789（道町南）
TEL 0737－62－2023
FAX 0737－62－3464
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秋
た
け
な
わ
の
10
月
28
日
、
関
東
耐
久
会
の
バ
ス
旅
行
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
17
名
で
小
型
バ
ス
で
の
移
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

11
時
に
大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
を
出
発
し
、
最
初
に
向
か
っ

た
の
は
、
３
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。
か

つ
て
の
地
名
で
あ
る
『
武
蔵
の
国
』
に
因
み
、
高
さ
は
６
３
４
メ

ー
ト
ル
。
空
高
く
そ
び
え
る
塔
を
間
近
に
見
な
が
ら
浅
草
へ
。
浅

草
で
は
、
バ
ス
を
降
り
て
境
内
や
仲
見
世
を
し
ば
し
散
策
。
そ
の

後
、
上
野
・
谷
中
・
根
津
・
本
郷
の
歴
史
あ
る
街
並
み
を
通
過
し
て
、

一
路
、
九
段
の
「
昭
和
館
」
へ
。
こ
の
建
物
は
、
戦
中
戦
後
の
国

民
生
活
の
様
々
な
資
料
が
集
め
ら
れ
、
展
示
さ
れ
て
お
り
、
職
員

の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
館
内
を
見
学
。
和
歌
山
の
田
舎
で
過

ご
し
た
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
激
動
の
昭

和
を
振
り
返
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
い
よ
い
よ
今
最
も
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
、「
東
京
駅
丸
の

内
駅
舎
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
正
時
代
の
壮
麗
な
姿
が
復
元
さ

れ
、
堂
々
と
た
た
ず
む
丸
の
内
駅
舎
と
、
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
合
わ
せ
て
見
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
前
郁
夫
副
会
長
の
特
別
の
お
計
ら
い
に
よ
り
、
さ
わ
や
か
な

ホ
テ
ル
マ
ン
が
関
東
耐
久
会
一
行
を
、
ホ
テ
ル
の
奥
深
く
案
内
し

て
く
だ
さ
り
、
素
晴
ら
し
い
ホ
テ
ル
の
内
部
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
バ
ス
旅
行
も
見
学
は
こ
れ
で
終
了
と
な
り
、
親
睦
会
の

会
場
で
あ
る
港
区
の
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

眼
下
に
、
浜
離
宮
、
東
京
湾
、
隅
田
川
を
一
望
し
つ
つ
、
フ
ラ

ン
ス
料
理
に
舌
鼓
し
な
が
ら
和
や
か
に
歓
談
、
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

（
富
山　

節
子
）

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、

関
東
耐
久
会
の
全
て
の
行
事
を
中
止

と
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
例
年
通
り

残
暑
の
厳
し
い
九
月
九
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

場
所
は
、
あ
の
ア
ー
ノ
ル
ド
・
パ

ー
マ
ー
が
設
計
し
た
栃
木
県
の
真
名

子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
参
加
者
は

54
歳
か
ら
78
歳
の
10
名
と
や
や
高
齢

で
少
人
数
で
し
た
が
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
の
成
績
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式

で
算
出
し
た
結
果
、
優
勝
は
前
副
会

長
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
最
高
齢
の
九

鬼
前
会
長
で
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

に
て
懇
親
会
及
び
表
彰
式
を
行
い
、

来
年
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
参

加
者
を
募
り
実
施
す
る
こ
と
を
確
認

し
散
会
と
し
ま
し
た
。

　

湯
浅
町
出
身
、
本
校
昭
和
四
十
五
年
卒
業
の
名
古
屋
音
楽
大
学
教
授

　

竹
中
勇
記
彦
氏
が
昨
夏
7
月
19
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
で
の
華
々
し
い
リ
サ
イ
タ
ル
か
ら
僅
か
8
年
、
演
奏
家
に

と
っ
て
い
よ
い
よ
円
熟
期
に
入
る
矢
先
だ
っ
た
だ
け
に
、
本
人
は
勿
論

　

私
達
に
と
っ
て
も
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

若
い
頃
か
ら
自
主
企
画
の
リ
サ
イ
タ
ル
の
他「
喝
采
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
名
古
屋
音
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
」「
ト
ヨ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
」「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
連
続
演
奏
会
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
の
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」等
々
多
方
面
に
渡
り
活
躍
。

　

和
歌
山
市
で
も
二
〇
〇
五
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー　

ラ
イ
ナ
ー
キ
ュ
ツ
ヒ
ル
氏
率
い
る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
と
共
演
（
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
被
災
者
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
）
そ
の
後
も
プ
ラ
ハ
カ
メ
ラ
ー
タ
と
共
演
し
好
評
を
博
し
ま
し

た
。

　

国
内
で
も
金
沢　

名
古
屋
等
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が　

病
に
は
勝
て
ず
六
〇
年
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た

　

尚
、
最
後
ま
で
こ
だ
わ
っ

て
い
た
有
田
の
地
で　

門
下

生
が
中
心
に
な
り
追
悼
演
奏

会
を
開
催
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

日
時　

三
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　

十
四
時

場
所　

き
び
ド
ー
ム

　

時
間
の
許
す
限
り
お
越
し

頂
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

合
掌　

伏
木
冨
紀
子
（
高
女
22
期
）

竹
中
勇
記
彦
氏
を
悼
む

関
東
耐
久
会

関
西
耐
久
会

関
東
耐
久
会
バ
ス
旅
行『
貸
切
バ
ス
で

巡
る
半
日
東
京
観
光
と
親
睦
会
』開
催

関
東
耐
久
会　
　

秋
の
ゴ
ル
フ
大
会

関
西
耐
久
会
総
会
の
ご
案
内

　

と
き

　
　

平
成
25
年
10
月
5
日
（
土
）

　

と
こ
ろ

　
　

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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高
校
卒
業
後
初
と
な
る
平
成
二
十
一
年
卒

業
生
の
同
窓
会
が
一
月
二
日
、
鮎
茶
屋
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
１
４
６
名
と
各

組
の
担
任
の
先
生
方
６
名
（
若
野
、
川
口
勉
、

野
村
、
小
林
、
児
島
、
井
口
先
生
）
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
幹
事
を
代
表
し
て
私
が
挨
拶
し
、

二
年
前
に
亡
く
な
っ
た
出
口
純
也
君
（
軟
式

野
球
部
主
将
）
を
偲
び
、
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
司
会
を
野
田
君
、
岡
川

君
に
譲
り
、
各
ク
ラ
ス
で
談
笑
し
、
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
（
現
在
も
耐
久
に
お
ら
れ

る
８
名
）
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
席

に
着
き
、
そ
れ
ぞ
れ
担
任
先
生
を
囲
み
、
就

職
の
話
や
高
校
時
代
の
懐
か
し
い
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
四
年
が
経
過
し
て

も
、
高
校
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
で
、
同
窓

会
を
楽
し
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
は
、
８

名
の
先
生
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
か
ら
流
れ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
ま
た
、
ご
出

席
さ
れ
た
先
生
か
ら
も
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

ま
る
で
全
員
が
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も
、
液
晶
テ
レ

ビ
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
ｉ
ｐ
ｏ
ｄ
な
ど
の

豪
華
景
品
が
当
選
す
る
な
ど
、
み
ん
な
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
楽
し
く
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
の
集
合
写
真
撮
影
。
そ
し
て
、

各
ク
ラ
ス
ご
と
の
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
撮
影
す
る
際
は
自
然
と
距
離
が
狭
ま
り
、

心
か
ら
満
面
の
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
の
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
三
時
間
と
い
う
短
い

時
間
で
し
た
が
、
懐
か
し
い
高
校
時
代
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
よ
り
、
私
達
の
同
期
生
の
ほ
と

ん
ど
は
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
大
切
に
、
ま
た
今
夜

の
出
会
い
を
大
切
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

歩
ん
で
い
こ
う
と
決
心
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
関
東
で
高
校
教
員
と
な
り
、
和
歌
山
を

離
れ
ま
す
が
い
つ
の
日
か
今
よ
り
成
長
し
た

姿
で
再
会
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
代
表　

阿
部　

智
之

　

長
く
続
い
た
残
暑
も
去
り
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
さ
せ

る
、十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
和
歌
山
市
の
ホ
テ
ル
「
ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
」
に
お
い
て
昭
和
四
十
年
卒
業
の
第

十
七
期
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
同
期
は
四
年
に
一
度
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

か
れ
る
年
に
全
ク
ラ
ス
に
呼
び
か
け
て
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
六
十
五
名
（
男
子
三
十
四
名
・
女
子

三
十
一
名
）
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
ホ
テ
ル
内
の
ス
タ
ジ
オ
で
集
合
写
真

を
撮
影
し
会
場
へ
移
動
、
座
席
の
抽
選
く
じ
を
引
き

各
々
の
テ
ー
ブ
ル
へ
着
き
、
物
故
者
の
ご
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

開
会
の
ス

タ
ー
ト
は
全
員

で
声
高
々
に
校

歌
を
斉
唱
す

る
。
続
い
て
挨

拶
を
兼
ね
司
会

者
か
ら
参
加
者

へ
の
お
礼
と
、

母
校
の
創
立

百
六
十
周
年
記

念
式
典
等
の
報

告
や
事
務
連
絡

を
行
い
、
戸
石

昌
男
君
の
乾
杯

の
発
声
で
久
々

高17期

高校61期同窓会を終えて 高61期

組織強化支援活動

高
校
十
七
期
同
窓
会

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

損害保険・生命保険・
ファイナンシャルプランナー事務所

（高37期・S60年卒）
代表 川  島  忠  弘

ei-kobata@kbts.jp
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２
０
１
３
年
に
な
っ
た
ば
か
り
の
２
日
夕
刻
。

昭
和
五
十
六
年
卒
業
の
第
三
十
三
期
生
一
二
〇
名

が
、
宮
原
町
「
橘
家
」
に
集
っ
た
。
卒
業
後
初
め

て
参
加
し
た
人
、
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
の
同
窓

会
以
来
十
年
ぶ
り
の
人
な
ど
入
り
乱
れ
て
、
大
盛

況
で
に
ぎ
や
か
な
宴
が
催
さ
れ
た
。

　

各
ク
ラ
ス
（
当
時
９
ク
ラ
ス
あ
り
ま
し
た
）
か

ら
２
名
ず
つ
で
編
成
し
た
幹
事
チ
ー
ム
が
準
備
と

運
営
に
奔
走
し
、
恩
師
先
生
方
３
名
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
け
た
。
当
時
一
組
担
任
だ
っ
た
小
林
光

洋
先
生
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
四
組
副
担
任
の
吉

松
敏
隆
先
生
の
乾
杯
の
御
発
声
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

「
し
ゃ
べ
り
場
」
が
始
ま
っ
た
。
今
回
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
、
み
ん
な
が
集

う
機
会
が
増
え
、
さ
ら
に
交
流
が
深
め
ら
れ
れ
ば

い
い
よ
ね
。
先
ず
は
、
今
日
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
も

の
に
！
」。
そ
の
通
り
、
誰
も
か
れ
も
が
時
を
忘

れ
て
話
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

　

幹
事
チ
ー
ム
が
思
い
を
込
め
て
作
成
し
た
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
我
ら
が
耐
久
〝
写
真
集
（
現

代
版
）」、
替
え
歌
に
し
て
盛
り
上
げ
た
「
耐
久

LO
VE SO

N
G

」「
耐
久
つ
れ
も
て
音
頭
」、
女
性

陣
の
ダ
ン
ス
付
き
「
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
」、
新

春
福
引
き
抽
選
会
な
ど
特
別
企
画
も
て
ん
こ
盛
り

の
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
仲
間
た

ち
へ
の
思
い
も
交
え
な
が
ら
、
長
い
年
月
を
越
え

て
久
し
ぶ
り
に
語
り
合
う
姿
は
、
高
校
時
代
に
想

像
し
た
自
分
た
ち
の
姿
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

五
組
副
担
任
の
薮
添
泰
弘
先
生
に
も
舞
台
上
で

感
想
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
聞
き
な
が
ら

ふ
と
高
校
生
の
頃
に
戻
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
る

よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
竹
内
ま
り
や
が
歌
う
「
人
生
の
扉
」

を
心
に
響
か
せ
な
が
ら
五
十
歳
の
再
会
は
和
や
か

な
中
に
も
盛
会
に
終
了
し
た
。 

 "W
e feel it's nice to be 

50, and w
e still believe 

it's w
orth living." 

"It w
ill be great that w

e 
m
ay com

e together in 
fi ve years!"

（
☆
こ
の
同
窓
会
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
耐
久
高
校
事

務
室
を
は
じ
め
本
当
に
多
く

の
方
々
に
ご
助
言
、
ご
協
力

を
頂
け
た
こ
と
に
対
し
、
末

筆
な
が
ら
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。）

幹
事
団
代
表　

宮
崎　

裕
之

樫
村　

明
子

の
集
い
を
喜
び
、
暫
し
食
事
と
歓
談
の
時

間
を
楽
し
む
。
宴
会
の
中
程
で
田
井
和
夫

君
と
地
引
民
子
さ
ん
の
同
窓
生
コ
ン
ビ
「
網

･
鯛
ツ
ー
」（
コ
ン
ビ
名
は
お
二
人
の
名
前

に
因
ん
で
つ
け
ら
れ
た
と
か
…
）
に
よ
る

ト
ー
ク
＆
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
い
た
だ

く
。
最
近
結
成
さ
れ
た
？
コ
ン
ビ
で
す
が
、

高
校
時
代
の
恩
師
や
授
業
の
思
い
出
を
盛

り
込
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
軽
妙
な

ト
ー
ク
と
、
地
引
さ
ん
の
熟
練
さ
れ
た
マ

ジ
ッ
ク
を
絡
め
て
の
舞
台
に
、
爆
笑
と
拍

手
喝
采
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
回
は
欠
席
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
リ

ン
ト
で
配
布
、
カ
ラ
オ
ケ
も
割
愛
し
宴
会

の
多
く
を
歓
談
の
時
間
に
充
て
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
テ
ー
ブ
ル
を
巡
り
近
況
報
告

や
懐
か
し
い
思
い
出
、
あ
る
い
は
可
愛
い

孫
の
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
約

三
時
間
の
宴
会
も
早
々
と
過
ぎ
お
開
き
の

時
間
と
な
り
、
幹
事
を
代
表
し
て
、
籠
谷

伸
一
郎
君
が
四
年
後
の
同
窓
会
も
「
み
ん

な
元
気
で
集
ま
ろ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、

名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
「
一
本
締
め
」
で

閉
会
し
ま
し
た
。

　

解
散
後
も
ホ
テ
ル
内
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

で
お
喋
り
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
や
、
ま
だ

ま
だ
呑
む
ぞ
と
意
気
揚
々
と
二
次
会
へ
赴

く
グ
ル
ー
プ
等
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。

　

ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
次
回
も
よ
り
多

く
の
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
代
表　

竹
内　

雅
昭

組織強化支援活動

五十歳の再会～人生の扉を開けて～ 高32期

法眼米穀店
湯浅 62－ 2438

 法眼　正和（高13期）
 法眼　貞子（高19期）

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

ご出産やお誕生日の
お祝いに最適のオムツケーキ

関連事業

http://crazy-milk.com/
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旧
中
42
期
生
同
窓
会
も
、
い
よ
い
よ
幕

を
閉
じ
る
と
き
が
き
た
。
２
０
１
２
年
９

月
29
日
正
午
か
ら
、シ
ー
サ
イ
ド
松
宮（
湯

浅
町
）
で
最
後
の
会
が
開
か
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
下
の
各
地
域
持
ち
回
り

で
、
毎
年
一
回
、
欠
か
す
こ
と
な
く
定
期

的
に
開
か
れ
て
き
た
同
窓
会
で
あ
っ
た

が
、
中
心
と
な
っ
て
世
話
を
し
て
く
れ
て

い
た
人
々
も
次
々
と
鬼
籍
に
入
り
、
あ
る

い
は
ま
た
様
々
な
事
情
で
世
話
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。一
方
ま
た
、

集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
人
の
数
も
年
ご
と

に
少
な
く
な
っ
た
。
前
回
、
有
田
市
で
の

席
上
、
世
話
人
か
ら
、
全
員
に
呼
び
か
け

る
従
来
の
形
で
開
催
す
る
の
は
無
理
で
あ

る
と
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
う
い
う
わ

け
で
今
回
は
、
最
後
の
催
し
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

　

さ
す
が
に
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
の
会
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。
戦
時
下
の
体
験
を
含
ん

だ
波
乱
に
満
ち
た
５
年
間
の
学
校
生
活
、

そ
れ
に
続
く
60
余
年
の
同
期
生
と
し
て
の

数
々
の
思
い
出
に
、
懐
旧
の
念
は
絶
ち
が

た
い
。
明
る
く
歓
談
し
な
が
ら
も
、
誰
も

み
な
、
共
有
し
て
い
る
思
い
出
話
の
終
焉

を
確
か
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
し
ん
み
り

と
し
た
も
の
が
漂
っ
て
い
る
感
じ
の
、
そ

の
故
に
い
っ
そ
う
切
実
で
濃
密
な
場
の
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。
〝県
立
耐
久
中
学
校
〞

の
卒
業
生
と
し
て
、
同
期
生
全
員
に
呼
び

か
け
て
開
く
こ
の
よ
う
な
同
窓
の
集
い

は
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
今
回
の
催
し
が

最
後
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
会
の
記
録

は
そ
の
廃
棄
を
今
回
の
世
話
人
に
一
任
す

る
こ
と
、
会
費
の
繰
越
金
は
創
立
１
６
０

周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
母
校
に

寄
付
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
〝来
年
は

有
志
で
会
お
う
〞
と
呼
び
か
け
合
い
な
が

ら
、各
人
の
胸
に
様
々
な
思
い
を
残
し
て
、

最
後
の
同
窓
会
は
、
名
残
惜
し
く
も
散
会

し
た
。

 

清
水　

康
夫

　

母
校
創
立
１
６
０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
た
平
成
24
年
11
月
３
日
。
有
田
市
星
尾
の

鮎
茶
屋
で
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
在
校

時
10
ク
ラ
ス
の
う
ち
、
１
１
０
名
の
参
加
で

し
た
。
近
畿
・
中
京
・
関
東
よ
り
駆
け
つ
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。
式
典
で
18
期
の
名
を
高

め
て
下
さ
っ
た
谷
口
維
紹
東
京
大
学
名
誉
教

授
の
講
演
を
聴
き
、
感
動
の
熱
を
帯
び
た
ま

ま
会
場
に
移
動
し
た
者
も
多
数
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
、
物
故
者
（
40
名
）
へ
の
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
宴
と
な
り
ま
し
た
。
乾
盃

の
音
頭
は
谷
口
教
授
で
し
た
。
谷
口
さ
ん
は

「
一
に
家
族
、
二
に
健
康
、
三
・
四
が
な
く
て

五
に
研
究
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
様
に
思
い
ま

す
。（
隣
人
と
会
話
し
て
い
て
記
憶
が
曖
昧
で

大
変
申
し
訳
な
い
。）
第
一
線
の
研
究
者
で

あ
り
な
が
ら
も
、
慮
り
を
大
切
に
す
る
谷
口

さ
ん
ら
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
司
会
者

の
伏
木
さ
ん
の
発
案
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
番
の
楽
し
み
は
日
頃
疎
遠
に
し
て
い
た

者
同
士
の
語
ら
い
で
し
た
。
在
校
時
、
言
葉

を
交
わ
す
こ
と
な
く
過
ご
し
た
仲
間
と
も
、

打
ち
解
け
て
話
す
こ
と
が
で
き
、
同
窓
の
縁

を
改
め
て
強
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
第

二
の
人
生
に
入
り
、
時
間
に
ゆ
と
り
が
生
ま

れ
た
者
、
現
役
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
者
…
…

様
々
な
人
生
。
そ
れ
ら
を
忘
れ
て
、
今
こ
こ

に
交
流
す
る
喜
び
を
十
分
に
味
わ
い
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
き

ま
し
た
。
皆
の
健
康
と
再
会
を
願
い
、
名
残

り
惜
し
さ
の
中
で
閉
会
し
ま
し
た
。福

永　

幸
子

旧中42期

最
後
の
同
窓
会

高18期

耐
久
高
校
「
高
校
18
期
生
同
窓
会
」
を
開
催
し
て

「同窓会館建設」夢の実現にご理解とご協力を！
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　　　　　　　　　　　　　　　23 年度決算書　　　　　　　　　耐久高等学校同窓会
平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日

1. 収入の部    
23 年度予算額 23年度決算額 増　　　減 備　　　　　考

入　 会   金 2,500,000 2,465,000 -35,000 全日制 241 名　定時制 11名
会 報 広 告 150,000 140,980 -9,020 会報 28・29号広告代
会 報 協 賛 金 200,000 185,500 -14,500 有田耐久会他より協賛金
寄 付 金 200,000 30,000 -170,000 会館建設基金へ寄付
雑 収 入 30,000 16,836 -13,164 預金利息他
収 入 計 3,080,000 2,838,316 -241,684
前 期 繰 越 金 1,472,210 1,472,210 0
収 入 合 計 4,552,210 4,310,526 -241,684
    
2. 支出の部    

23 年度予算額 23年度決算額 増　　　減 備　　　　　考
１．運　営　費
会 議 費 50,000 28,735 -21,265 役員会議他
渉 外 費 100,000 20,000 -80,000 タイムス他広告費
負 担 金 100,000 85,400 -14,600 県高等学校同窓会連絡協議会参加費他
旅 費 150,000 12,220 -137,780 関西耐久会総会出席旅費
運 営 費 計 400,000 146,355 -253,645

２．活　動　費
総 会 費 400,000 202,521 -197,479 総会諸費用
母 校 援 助 費 400,000 446,004 46,004 国際交流・全国大会出場祝・文化祭応援
同 窓 会 報 費 900,000 710,615 -189,385 会報 28･29 号印刷・封筒・郵送代
助 成 費 200,000 146,000 -54,000 各支部・期への同窓会援助
雑 費 200,000 108,005 -91,995 講演会謝礼他
活 動 費 計 2,100,000 1,613,145 -486,855

３．諸　　　費
事 務 費 100,000 30,210 -69,790 切手・はがき他
慶 弔 費 100,000 108,220 8,220 香典・お祝い・生花・弔電
払 戻 金 50,000 30,000 -20,000 転出生
諸　 費　 計 250,000 168,430 -81,570
支　 出　 計 2,750,000 1,927,930 -822,070

４．繰　出　金
基 本 金 250,000 252,101 2,101 利息増　きのくに信用定期へ
積 立 金 200,000 200,000 0 きのくに信用定期へ
同 窓 会 館
設 立 基 金 500,000 500,790 790 利息増　郵貯普通へ

繰 出 金 計 950,000 952,891 2,891
５．予　備　費 852,210 -852,210
支 出 合 計 4,552,210 2,880,821 -1,671,389
次 期 繰 越 金 1,429,705

同窓会会計について
※収入…入学時に、入会金として全日制 10,000 円・定時制 5,000 円を終身会費として頂いています。（中途転校・

退学の場合は返金）他に同窓生各期や個人からの協賛金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助に直接・間接に還元。卒業後は、同窓生間や母校の

情報を名簿や会報を通じて提供、周年行事の実施、各期の同窓会開催に援助、母校の支援、会の運営費ほか。

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局
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耐
久
高
校
卓
球
部
は
、
昭

和
24
年
に
創
立
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
64
年
、
現
在
の
部

員
数
は
、
２
年
生
４
名
・
１

年
生
４
名
の
計
８
名
で
す
。

本
年
度
は
女
子
部
員
が
２
名
入
部

し
ま
し
た
。
２
年
間
女
子
部
員
ゼ

ロ
と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、

非
常
に
新
鮮
で
、
彼
女
た
ち
の
卓

球
に
対
す
る
真
っ
直
ぐ
な
姿
勢
が

男
子
部
員
の
背
中
を
押
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
、

福
原
愛
、
石
川
佳
純
、
平
野
早
矢

香
の
３
選
手
に
よ
る
卓
球
女
子
団

体
が
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
銀
メ

ダ
ル
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を

残
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
が
凱
旋

会
見
で
「
毎
日
少
し
ず
つ
努
力
す

る
こ
と
は
、
い
つ
か
大
き
な
形
に

な
る
」 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
前
期
の
武
将
で
あ
る
鍋

島
直
茂
が
『
直
茂
公
卿
壁
書
』
で

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。「
自
ら
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

階
段
を
上
る
よ
う
に
進
め
。」
人

生
は
階
段
を
登
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
そ
の
階
段
を
一
段
飛
び
で
上

る
の
で
は
な
く
、
一
段
一
段
を
着

実
に
上
っ
て
い
っ
て
こ
そ
、
得
ら

れ
る
も
の
は
大
き
い
の
で
す
。

　

毎
日
の
基
礎
練
習
に
時
に
は
じ

れ
っ
た
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
風
に

堅
実
に
歩
む
こ
と
こ
そ
が
結
果
を

出
す
近
道
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に

は
身
を
も
っ
て
経
験
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
卓
球
を
通
し
て
正
し
く
生
き
る

道
を
学
ん
で
く
れ
る
よ
う
指
導
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
ご
指
導
ご
声
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

顧
問　

志
賀　

敬
子

『
編
集
後
記
』

　

春
光
天
地
に
満
ち
、
生
命
の
息
吹
を

感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
創
立
一
六
〇
周
年
記
念

に
あ
た
る
意
義
深
い
年
で
し
た
。

　

同
窓
会
名
簿
の
発
行
や
記
念
グ
ッ
ズ

の
販
売
、
記
念
事
業
に
関
連
し
た
懇
談

会
、
記
念
展
示
等
開
催
し
、
学
校
・

P
T
A
・
同
窓
会
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
十
一
月
三
日
の
「
記
念
式

典
・
記
念
講
演
」
は
、
厳
粛
か
つ
盛
大

に
挙
行
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
、
多
く
の
皆
様
方
よ
り

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念

事
業
が
、
つ
つ
が
な
く
挙
行
で
き
ま
し

た
こ
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
一
六
〇
周
年
を
新
た
な
出
発
点

と
し
、
本
校
の
益
々
の
発
展
と
同
窓
会

の
更
な
る
充
実
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
同
窓
会
事
務
局
を

担
当
さ
れ
ま
し
た
元
教
論
吉
田
元
重
氏

よ
り
、
「
耐
久
」
の
校
名
や
当
時
の
思

い
出
等
に
つ
い
て
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
。
関
東
耐
久
会
は
じ
め
各
期
同
窓

会
、
歌
壇
・
俳
壇
等
寄
稿
さ
れ
ま
し
た

皆
様
方
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
さ
れ
る
生
徒
の
皆
さ
ん
。
皆
さ

ん
の
前
途
を
心
か
ら
祝
福
し
、
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
学
ん
だ
数
々
の
思
い
出
を
心
の

糧
と
し
て
、
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
下
さ
い
。
耐
久
同
窓
会
は
い
つ

ま
で
も
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

若
鮎
の
二
手
に
な
り
て
上
り
け
り

正
岡
子
規

古　

田　
　
　

一

・
慶
び
が
沸
き
立
つ
浜
辺
初
茜

・
玄
関
の
稲
穂
に
遊
ぶ
初
す
ず
め

（
高
18
期
）

半　

辺　

み
つ
子

・
癒
や
さ
れ
し
柚
子
湯
の
ゆ
ず
の
捨
て
難
し

下　

野　

香　

代

・
若
き
日
は
怖
き
も
の
な
ど
な
か
り
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　

守
る
べ
き
も
の
出
来
て
変
わ
り
し

（
高
18
期
）

（
高
20
期
）

高　

岡　

淳　

子

・
ま
ま
ご
と
に
生
活
の
知
恵
少
し
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

子
等
は
母
へ
の
階
昇
り
ゆ
く （

高
14
期
）

▶ご投稿お待ちしています。〒643-0004  湯浅町湯浅1985　耐久高等学校・同窓会事務局 TEL（0737）62-4148

◎
記
念
式
典
に
参
列
し
た
在
校

生
の
態
度
が
よ
か
っ
た
と
い
う

声
が
来
賓
や
同
窓
生
か
ら
届
い

て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
う
れ

し
い
限
り
で
す
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八

重
の
桜
」
が
放
映
中
で
す
が
、

八
重
の
兄
山
本
覚
馬
が
会
津
か

ら
江
戸
に
出
て
、
当
時
兵
学
、

砲
術
で
は
第
一
人
者
で
あ
っ
た

佐
久
間
象
山
の
門
下
生
に
な
り

そ
こ
で
吉
田
松
陰
や
勝
海
舟
と

も
交
わ
る
の
で
す
が
、
そ
の
少

し
前
濱
口
梧
陵
翁
も
佐
久
間

象
山
の
門
に
入
り
、
多
大
な

影
響
を
受
け
て
広
村
に
文

武
両
道
の
「
稽
古
場
」
を

開
い
た
の
が
「
耐
久
」
の

始
ま
り
で
す
。

　

幕
末
、
日
本
各
地
に
強
い
意

志
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
た
人

が
多
勢
い
た
ん
だ
、
と
興
味
を

持
っ
て
見
て
い
ま
す
。

◎
お
詫
び
と
訂
正
（
前
号
30
号
）

Ｐ
７　

す
ば
ら
し
い
先
輩

　
　
　
　
　
　
　

酒
井
敏
行

　

×
「
京
都
府
立
大
学
」

　
　
　
　
　

←

　

○
「
京
都
府
立
医
科
大
学
」

Ｐ
14　

高
６
期
「
関
東
同
期

会
の
開
催
」
本
文
８
行
目

　

×
「
案
外
」
↓ 

○
「
窓
外
」

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
旧
中
42
期
同
窓
会 

様

・
有
田
高
女
同
窓
会 

様

・
高
校
10
期
同
窓
会 

様

・
高
校
18
期
同
窓
会 

様

絆 絆 
卓　
球　
部　
の　
巻

部活OB・OGたちの 


